
令和６年度 
事業報告・
決算が組合会で
承認されました

［ INFORMATION ］

・ �長期にわたり、 
整骨院・接骨院で施術を
受けられている方へ

・ �保養施設の追加など
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ちゅうけんだより

第
1
3
1
回
通
常
組
合
会
が
７
月
15
日
か
ら

16
日
に
開
催
さ
れ
、令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
と

歳
入
歳
出
決
算
状
況
が
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、議
事
終
了
後
に
は
７
年
度
功
労
者
等
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

事
業
報
告・

決
算
が
組
合
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た

◆
組
合
員
の
状
況

令
和
６
年
度
末
の
組
合
員
数

�

12
万
１
７
９
１
人

�

（
前
年
度
比
３
２
３
３
人
減
）

◆
家
族
の
状
況

令
和
６
年
度
末
の
家
族
数

�

13
万
５
６
２
６
人

�

（
前
年
度
比
７
９
３
８
人
減
）

１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数

�

年
間
平
均
１
・
12
人

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
な
い

３
歳
未
満
及
び
６
人
目
以
上
の

家
族

�

１
万
１
９
３
人

�

（
全
家
族
数
の
７
・
52
％
）

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
者
の
状
況

令
和
６
年
度
中�

４
３
８
８
人

※�

た
だ
し
、家
族
に
つ
い
て
は
、組
合

員
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

加
入
に
よ
る
資
格
喪
失
を
含
む

◆
組
合
特
定
被
保
険
者
の
状
況

令
和
６
年
度
末�

７
万
６
７
２
８
人

年
間
平
均�

７
万
６
５
７
８
人

�

（
全
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は

�

29
・
32
％
で
毎
年
増
加
）

任
期
満
了
に
伴
う
組
合
会
議
員
及
び
理
事
、監

事
の
改
選
が
行
わ
れ
、組
合
会
議
員
81
名
、理
事

43
名
、
監
事
３
名
が
３
年
間
の
任
期
で
就
任
し
、

第
19
期
新
執
行
体
制
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

◆
機
関
会
議
等

通
常
組
合
会
、
役
員
改
選
の
た
め
の
臨
時
組

合
会
、
理
事
会
、
三
役
会
、
予
算
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。監
事
に
よ
る
本
部
の
内
部
監
査
は
中

間
監
査
が
２
回
、決
算
監
査
が
１
回
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
監
事
及
び
本
部
監
査
事
務
局
に
よ
る

支
部
及
び
出
張
所
へ
の
監
査
を
予
定
通
り
実
施

し
ま
し
た
。

◆
事
務
指
導
等

支
部
事
務
局
長
会
議
、支
部
職
員
研
修
会
、ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部

が
実
施
す
る
事
務
研
修
会
等
に
お
い
て
講
師
の

派
遣
を
要
請
さ
れ
た
際
に
は
本
部
職
員
が
出
席

し
、制
度
の
周
知
を
図
り
、中
建
国
保
の
事
業
運

営
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

東
京
都
に
よ
る
指
導
検
査
は
本
部
及
び
支
部

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
文
書
指
導
事
項
」と
し
て
、

特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払
準
備
金
が
法

定
必
要
額
を
満
た
し
て
い
な
い
状
況
の
改
善
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、被
保
険
者
証
の
新
規
発
行
停
止
に
伴
い
、

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保

有
状
況
に
よ
り
、資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
の
い
ず
れ
か
を
交
付
し
ま
し
た
。

２
被
保
険
者
の
状
況

１
事
業
執
行
状
況
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◆
全
体
の
状
況

令
和
６
年
度
１
年
間
の
保
険
給
付

件
数�

３
５
４
万
９
６
２
１
件

給
付
額�

４
９
５
億
８
３
２
３
万
円（
前
年

度
よ
り
１
人
あ
た
り
月
額
１
８
１
円
減
）

【
詳
細
】

◆
療
養
の
給
付

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
を
受
診
し
た
際

に
、
自
己
負
担
額
を
除
い
た
費
用
を
中
建
国

保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
３
７
万
９
５
９
０
件

支
払
義
務
額�

４
１
９
億
４
８
９
５
万
円

◆
療
養
費
の
支
給
状
況

皆
さ
ん
が
保
険
診
療
を
扱
う
整
骨
院
・
接

骨
院
に
か
か
っ
た
際
や
治
療
用
補
装
具（
コ

ル
セ
ッ
ト
）を
製
作
し
た
際
等
に
、自
己
負
担

額
を
除
い
た
費
用
を
後
日
払
い
戻
し
ま
し
た
。

件
数�

８
万
３
５
６
９
件

支
給
額�

４
億
２
９
０
０
万
円

◆
高
額
療
養
費
の
支
給
状
況

同
一
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
４
１
６
４
件

支
給
額�

49
億
６
７
４
万
円

◆�

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
状
況

件
数�

３
件

支
給
額�

７
万
１
９
８
５
円

◆
償
還
金
の
支
給
状
況

70
歳
未
満
の
組
合
員
の
医
療
費
が
、
１
つ

の
病
院
等
で
１
ヵ
月
１
万
７
５
０
０
円
を
超

え
た
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
３
３
２
９
件

支
給
額�

６
億
１
８
４
８
万
円

�

（
１
件
あ
た
り
平
均
２
万
６
５
１
１
円
）

◆
傷
病
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
病
気
等
で
５
日
以
上
連
続
し
て

仕
事
を
休
ん
だ
と
き
に
、
入
院
50
日
、
入
院

外
50
日
ま
で
支
給
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

に
特
化
し
た
傷
病
手
当
金
の
支
給
は
ほ
ぼ
終

了
し
、
件
数
、
支
給
額
は
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

件
数�

６
９
１
１
件

支
給
額�

９
億
２
２
９
６
万
円

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
状
況

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
１
子
に
つ
き

50
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

１
４
１
３
件

支
給
額�
７
億
６
５
８
万
円

◆
出
産
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
出
産
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

75
件

支
給
額�

１
４
７
７
万
円

◆
葬
祭
費
の
支
給
状
況

被
保
険
者
が
亡
く
な
り
葬
祭
を
行
っ
た
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数（
組
合
員
・
家
族
計
）�

５
７
０
件

支
給
額�

３
５
７
４
万
円

◆
健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
事
業

基
本
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診

を
組
み
合
わ
せ
た
集
団
健
診
を
中
心
に
実
施

し
、
健
診
結
果
の
数
値
の
改
善
が
必
要
な
40

歳
以
上
の
希
望
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

健
診
に
対
す
る
補
助

受
診
者
数�

９
万
９
３
９
１
人

受
診
率　
特
定
健
診�

57
・
52
％

　
　
　
　
一
般
健
診�

40
・
18
％

補
助
総
額�

12
億
６
８
０
万
円

保
健
指
導
に
対
す
る
補
助

件
数�

７
７
１
２
件

補
助
額�

７
７
３
２
万
円

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
１
回
２
０
０
０

円
を
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
４
８
０
０
件

補
助
額�

４
９
６
０
万
円

◆
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助

市
区
町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種
を
受
け

た
方
に
１
回
２
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

１
９
５
件

補
助
額�

39
万
円

◆
保
養
施
設
利
用
者
へ
の
補
助

契
約
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に
１
回

３
０
０
０
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

利
用
者
数�

５
０
１
７
人

補
助
額�
１
５
０
５
万
１
０
０
０
円

◆
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
疾
病
予
防
の
講
演
等
、

被
保
険
者
が
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
て
る

よ
う
な
内
容
を
支
部
・
出
張
所
が
企
画
し
、

実
施
し
ま
し
た
。

会
場
数�

３
０
９
会
場

参
加
者
数�

１
万
３
９
３
２
人

◆
健
康
家
庭
祝
金
の
支
給

１
年
間
病
院
等
に
か
か
ら
ず
、
組
合
員
が

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に

祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
数�

４
１
７
１
世
帯

支
給
額�

４
１
７
１
万
円

◆
在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
の
補
助

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
る
住
宅
改

修
を
行
っ
た
被
保
険
者
に
、
改
修
費
用
の

一
部
に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま

し
た
。

件
数�

４
件

補
助
額�

26
万
７
６
１
５
円

◆
中
建
国
保
の
学
習
会

資
格
確
認
書
等
の
交
付
と
と
も
に
、
医
療

保
険
制
度
や
事
業
運
営
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

会
場
数�

８
１
５
会
場

出
席
世
帯
数�

６
万
５
９
５
５
世
帯

◆
健
康
相
談
室

◆
中
建
国
保
だ
よ
り
の
発
行

◆
便
利
帳
の
発
行

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

◆
季
節
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

４
保
健
事
業
・
趣
旨
普
及
事
業

３
保
険
給
付
の
状
況
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◆
レ
セ
プ
ト
の
点
検
状
況

レ
セ
プ
ト
点
検
を
効
果
的
に
行
い
、
被
保
険
者
資
格
の
誤

り
等
に
よ
る
過
誤
調
整
や
、
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

は
加
害
者
側
へ
請
求
を
行
う
こ
と
で
医
療
費
の
節
約
に
努
め

ま
し
た
。

点
検
の
結
果
、減
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
医
療
費　

�
８
億
6
7
1
2
万
円

�

（
１
人
あ
た
り
3
3
2
0
円
の
財
政
効
果
）

◆�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

減
額
差
額
通
知
の
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
負
担
額

の
軽
減
が
期
待
で
き
る
方
を
対
象

に
、
年
２
回
個
別
に
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
し
た
。

◆�

医
療
費
の
お
知
ら
せ
の
送
付

ご
自
身
の
医
療
費
の
総
額
を
知
り
、
健

康
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
令
和
７
年
１
月
に
送
付
し
ま
し
た
。

◆�

職
業
病（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

対
策
事
業
の
取
り
組
み

再
読
影
の
状
況

40
歳
以
上
の
組
合
員
と
60
歳
以
上
の
家
族
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
を
再
読
影
し
た
費
用
を
中
建
国
保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
2
3
5
9
件

労
災
認
定
に
よ
る
医
療
費
の
調
整

中
建
国
保
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
、
11
件
7

�

9

�
5
�4�

万
円
を
労
災
保
険
か
ら
の
給
付
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

［
歳
入
］

◆
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
は
令
和
５
年

度
に
続
き
引
き
上
げ
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
が
、
平
均
被
保
険
者
数
が

予
算
人
数
を
下
回
り
、
予
算
額
か
ら

４
億
８
３
０
０
万
円
の
歳
入
減
と
な
り

ま
し
た
。

◆�

国
か
ら
の
補
助
金（
国
庫
支
出
金
）

医
療
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
療

養
給
付
費
等
補
助
金
の
う
ち
、
定
率

分
補
助
金
は
２
年
ぶ
り
に
本
来
交
付

さ
れ
る
べ
き
額
を
上
回
る
交
付
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
５
年
度
の
不
足
分

７
億
１
７
０
０
万
円
が
追
加
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
財
政
力
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
普
通
調
整
補
助
金
は
決
算
見
込
を

27
億
５
０
０
万
円
上
回
る
交
付
額
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
調
整
補
助
金
は
医

療
費
適
正
化
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て

交
付
さ
れ
る
保
険
者
機
能
強
化
分
や
未

就
学
児
の
保
険
料
軽
減
分
、
保
険
者
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
分
等
に
加
え
て
、
４
年

度
の
課
税
標
準
額
調
査
の
結
果
に
よ
る

普
通
調
整
補
助
金
の
減
額
に
対
す
る
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
１
億
１
５
０
０
万

円
、
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
軽
減

措
置
と
し
て
３
０
０
０
万
円
、
総
額
で

13
億
５
９
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
補
助
金
全
体
で
は
当
初
予
算
を

36
億
１
０
０
０
万
円
上
回
る
交
付
と
な

り
ま
し
た
。

［
歳
出
］

◆
保
険
給
付
費

病
院
や
薬
局
等
の
医
療
費
で
あ
る
療

養
給
付
費
は
、
予
算
を
厳
し
め
に
見
込

ん
だ
こ
と
と
被
保
険
者
数
減
少
に
よ
り

予
算
内
に
収
ま
り
、
１
世
帯
あ
た
り
の

平
均
月
額
も
５
年
度
決
算
額
を
下
回
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
と

は
異
な
り
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
件
数

（
レ
セ
プ
ト
件
数
）が
15
万
７
７
０
０

件
減
少
し
ま
し
た
。
傷
病
手
当
金
は
令

和
６
年
度
よ
り
支
給
日
数
の
上
限
を
入

院
、
入
院
外
と
も
に
５
日
延
ば
し
50
日

と
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
特
化

し
た
支
給
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
支
給
件
数
、
支
給
額
と
も
に
大
幅

な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
高

額
療
養
費
と
償
還
金
は
予
算
を
上
回
る

支
出
額
と
な
り
、
保
険
給
付
費
全
体
で

は
４
９
９
億
５
１
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◆
国
へ
の
拠
出
金

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金

等
、
国
へ
納
め
る
拠
出
金
に
つ
い
て
も

５
年
度
の
支
出
額
を
上
回
り
、
保
険
給

付
費
に
次
い
で
歳
出
総
額
の
構
成
比
を

大
き
く
占
め
て
い
ま
す
。

【�

法
定
積
立
金
の
保
有
状
況
と

決
算
剰
余
金
に
つ
い
て
】

法
定
必
要
額
を
割
り
込
む
取
り
崩

し
を
行
っ
た
法
定
積
立
金
は
、
特
別
積

立
金
に
９
億
６
７
０
０
万
円
、
給
付
費

等
支
払
準
備
金
に
９
億
７
７
０
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
積
み
増
し
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
６
年
度
末
の
保
有
額
は
特
別

積
立
金
が
59
億
１
０
０
万
円
、
給
付
費

等
支
払
準
備
金
は
23
億
９
３
０
０
万
円

と
な
り
、
法
定
必
要
額
に
対
す
る
保
有

率
は
、
特
別
積
立
金
が
84
・
36
％
か
ら

１
０
５
・
18
％
へ
、
給
付
費
等
支
払
準

備
金
は
61
・
97
％
か
ら
１
０
５
・
70
％
へ

回
復
し
ま
し
た
。

６
年
度
の
決
算
剰
余
金
は
78
億

６
０
０
０
万
円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
７
年
度
予
算
で
繰
越
金
と

し
て
計
上
し
て
い
る
37
億
６
１
０
０
万

円
を
上
回
る
40
億
９
９
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
、
事
務
費
負
担
金
等
の
返
還
に

備
え
て
繰
り
越
す
分
を
除
き
、
10
億
円

を
特
別
積
立
金
へ
、
３
億
６
４
０
０
万

円
を
給
付
費
等
支
払
準
備
金
へ
積
み
増

し
し
、
保
有
額
の
更
な
る
増
額
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
本
部
事
務
所
修
繕
積
立

金
、
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
積
立
金
、
財

政
調
整
積
立
金
へ
そ
れ
ぞ
れ
積
み
増
し

を
行
い
ま
す
。

５
レ
セ
プ
ト
点
検
・
医
療
費
節
約
対
策

６
財
政
運
営
の
状
況

対象月 送付人数 切り替え
人数

４月
診療分 2,125人 849人

11月
診療分 1,171人 60人

対象診療年月 世帯数
令和５年11月

〜

令和６年10月

11万
207
世帯
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７

［�

１
世
帯
あ
た
り

�

月
額
に
よ
る
収
支
の
内
訳
］

財
産
に
関
す
る
調
書

表
彰
規
程
に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で
中

建
国
保
の
事
業
運
営
に
多
大
な
貢
献

を
い
た
だ
い
た
１
１
１
名
の
役
職
員

に
表
彰
状
を
授
与
し
、表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、健
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た

各
支
部
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、直
近

の
確
報
値
で
あ
る
、令
和
５
年
度
特
定

健
診
受
診
率（
法
定
報
告
）の
全
支
部

平
均
受
診
率
59
・
77
％
を
上
回
っ
た
支

部
の
う
ち
、４
年
度
受
診
率
か
ら
の
伸

び
率
が
高
い
５
支
部（
滋
賀
県
、
東
京

都
、徳
島
県
、千
葉
土
建
、奈
良
建
築
）

に
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
！

※剰余金（歳入歳出差し引き残高）：7,860,384,356円

その他の収入
3,305円
（5.07％）

国庫補助金　
28,252円　
 （43.27％）

保険料
33,730円
（51.66％）

剰余金5,316円

前期高齢者納付金
2,081円（3.47％）

介護納付金
5,479円（9.14％）

保健事業費
1,050円（1.75％）

総務費2,465円（4.11％） その他の支出
2,056円
（3.43％）

後期高齢者
支援金
13,058円
　（21.77％）

保険給付費
33,782円
（56.33％）

歳 入
65,287円

歳 出
59,971円

令和６年度決算の状況
（歳入）� （単位：円）

内　訳  決算額
 １ 国民健康保険料 49,873,863,600
 ２ 使用料及び手数料 ０
 ３ 国庫支出金 41,774,170,780
 ４ 前期高齢者交付金 ０
 ５ 出産育児交付金 22,792,721
 ６ 都支出金 86,830,108
 ７ 共同事業交付金 2,012,075,000
 ８ 財産収入 19,698,082
 ９ 寄付金 ０
10 繰入金 ０
11 繰越金 2,558,363,000
12 諸収入 186,806,425

歳入合計 96,534,599,716

（歳出）� （単位：円）

内　訳  決算額
 １ 組合会費 25,111,342
 ２ 総務費 3,645,249,148
 ３ 保険給付費 49,951,226,387
 ４ 後期高齢者支援金等 19,307,425,676
 ５ 前期高齢者納付金等 3,077,672,541
 ６ 介護納付金 8,100,785,368
 ７ 流行初期医療確保拠出金等 ０
 ８ 共同事業拠出金 1,945,365,000
 ９ 保健事業費 1,552,740,284
10 積立金 812,746,250
11 諸支出金 255,893,364
12 予備費 ０

歳出合計 88,674,215,360

◆財産目録� （単位：円）

区　分 金　額
１ 土地及び建物 1,962,885,708
２ 物品 1,279,500
３ 積立金 8,686,701,413
特別積立金 5,900,742,364
給付費等支払
準備金 2,393,336,536

退職積立金 373,593,485
本部事務所修繕
積立金 188,212

電算システム
改修積立金 3,599,502

財政調整積立金 5,032,269
本部事務所建設
積立金 ０

周年事業積立金 10,009,045
投資及び出資金 200,000

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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被保険者の皆様に、大切なお知らせです

�

長
期
に
わ
た
り
、�

整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ�

ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す

長
期
に
わ
た
り
、整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術

を
受
け
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、

原
因
が
他
の
病
気
に
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
。そ
の
た
め
、令
年
６
年
４
月
か
ら
７

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
７
ヵ
月
以
上
の
長

期
に
わ
た
り
施
術
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、

痛
み
の
原
因
を
改
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
ご
案
内
を
９
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
た
め
、
痛
み
の
原
因
を
も

う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
養
施
設
の
追
加
な
ど

【
追
加
】

補
助
対
象
の
保
養
施
設
が
増
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・�

大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル（
大
分
県
大
分
市
）

・
ホ
テ
ル
ザ
ー
ズ（
大
分
県
大
分
市
）

・
ホ
テ
ル
金
水
苑（
大
分
県
佐
伯
市
）

【
補
助
対
象
外
】

・�

鶯
宿
温
泉
の
宿　
赤
い
風
車（
岩
手
県
岩
手
郡
）

健診講座！看護師の卵

ののりみ

ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る

健
康
被
害

建
設
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
、ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、吸
引
し
て
す
ぐ
に
肺
の
病
変
が
現

れ
る
の
で
は
な
く
、数
十
年
と
い
う
長
い
期
間
を
経
て

様
々
な
肺
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
健
康
被
害
を
少
し
で
も
早
く
発
見
す
る
こ
と

が
、健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
で
す
。そ
の
た

め
、胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
再
読
影
は
毎
年
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度
に
中
建
国
保
で
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

労
災
認
定
を
受
け
た
組
合
員
数
は
11
人
、労
災
保
険
か

ら
中
建
国
保
に
戻
っ
て
き
た
医
療
費
は
７
９
５
４
万

円
で
す
。労
災
認
定
さ
れ
る
と
療
養
補
償（
医
療
費
）・

休
業
補
償
な
ど
が
労
災
保
険
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
可
能
性
の
あ
る
方
で
、

呼
吸
困
難
、咳
、胸
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
り
心
配
な
方

や
、労
災
認
定
等
の
相
談
に
つ
い
て
は
、所
属
す
る
組

合
ま
た
は
全
建
総
連
労
働
対
策
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い（
補
償
の
内
容
や
認
定
条
件
に
つ
い
て
は
、所
属
さ

れ
て
い
る
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。
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※�こども未来戦略「加速化プラン」�
に基づく給付等の拡充について、�
詳しくはこども家庭庁の�
ホームページをご覧ください▶︎

国は子どもがいない方や支援等を直接 
受けない方にとっても、将来の日本の
経済・社会のため、また、「国民皆保険 
制度」持続のために、少子化対策の強化 
が必要であると説明しています。

中建国保
担当者

２ �

保
険
料
の
徴
収
対
象
者
に
つ
い
て

支
援
金
制
度
が
少
子
化

対
策
に
か
か
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、子
ど
も
が
い

る
世
帯
の
負
担
額
が
増
え

な
い
よ
う
、
保
険
料
は
組

合
員
・
家
族
と
も
に
18
歳
以

上
の
被
保
険
者
か
ら
徴
収

し
ま
す
。「
18
歳
以
上
」と

は
毎
年
４
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
の
方
を
指
し
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
18
歳
と

な
る
方
は
、
当
該
年
度
中
の
保
険
料
の
徴
収
は
あ
り
ま
せ

ん
。保
険
料
は
翌
年
度
の
４
月
分
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

令和８年度からの中建国保の保険料
保険料区分 賦課対象年齢

１ 医療給付費分 ３歳～74歳 皆さんの医療費等に�
使われます。

２ 後期高齢者支援金分 ３歳～74歳 中建国保が�
皆さんから徴収し、�
国へ納めています。３ 介護納付金分 40歳～64歳

NEW ４ 子ども・子育て支援納付金分 18歳～74歳 ２、３と同様に�
令和８年度から国へ納めます。

18歳以上
保険料あり

18歳未満
保険料なし

令
和
５
年
12
月
22
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
こ
ど
も
未
来

戦
略
の「
※
加
速
化
プ
ラ
ン
」

に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
を
着

実
に
実
行
す
る
た
め
、
令
和

６
年
に
改
正
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

「
加
速
化
プ
ラ
ン
」で
は
、子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

と
し
て
児
童
手
当
の
拡
充
や
、
妊
婦
へ
の
支
援
給
付
の
創

設
、共
働
き・共
育
て
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
国
は
令
和
８
年

度
よ
り
中
建
国
保
を
含
む
す
べ
て
の
医
療
保
険
者
か
ら
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

１ �

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
分

保
険
料
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
よ
り
国
へ
支
援

金
を
納
め
る
た
め
、中
建
国
保
は

皆
さ
ん
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
分
保
険
料
」を
徴
収

し
ま
す
。
な
お
、
支
援
金
は
子
ど

も
・
子
育
て
世
帯
向
け
の
給
付
の

み
に
充
て
ら
れ
る
と
さ
れ
、医
療

分
保
険
料
等
と
は
区
分
さ
れ
た

仕
組
み
で
す
。

国
は
１
人
あ
た
り
の
支
援
金
に

つ
い
て
、令
和
８
年
度
は
２
５
０

円
、
９
年
度
は
３
５
０
円
、
10
年

度
は
４
５
０
円
と
試
算
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
高
齢
化
に
伴
っ

て
上
昇
傾
向
に
あ
る
医
療
・
介
護

保
険
料
の
よ
う
に
、自
然
に
上
昇

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
」と
国
は
説
明
し
て

い
ま
す
。

３ �

保
険
料
額
に
つ
い
て

組
合
員
種
別
、
家
族
被
保
険
者
の
区
分
ご
と
に
保
険
料

額
を
定
め
ま
す
が
、現
時
点
で
は
国
へ
納
付
す
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
の
納
付
額
が
未
定
で
あ
る
た
め
、
具
体
的

な
保
険
料
額
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。国
か
ら

納
付
額
が
示
さ
れ
、令
和
８
年
度
予
算
を
策
定
し
、理
事
会・

組
合
会
で
承
認
を
得
た
後
、令
和
８
年
３
月
頃「
中
建
国
保

だ
よ
り
」や「
中
建
国
保
の
便
利
帳
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
11
月
頃
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
付
し
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。新
し
い
制
度

に
つ
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
よ
り

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」が

始
ま
り
ま
す
！

保険料区分が
４本建てになります！

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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（写真）妻の伊
い

代
よ

さん、芽生ちゃんと

か
出
会
い
の
機
会
が
な
い
の

で
す
が
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

で
妻
と
出
会
い
、
人
生
観
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
娘
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、

さ
ら
に
世
界
が
広
が
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

手
先
が
器
用
と

い
う
こ
と
は
…
？

親
の
贔ひ

い
屓き

目め

か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、娘
の
自
慢
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。１
つ
は
手
先
が
器
用
な
こ
と

で
す
。積
み
木
は
、最
初
は
た
だ
積
み
重
ね

る
だ
け
だ
っ
た
の
が
、最
近
で
は
考
え
な
が

ら
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り
、綺
麗
に
箱
に
収

ま
る
よ
う
片
付
け
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ペ
ン
を
持
た
せ
る
と
、殴
り
書
き
の
よ
う
な

線
を
描
き
始
め
ま
す
が
、よ
く
見
る
と
、イ

チ
ゴ
や
バ
ナ
ナ
と
い
っ
た
何
か
の
形
に
見
え

な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
娘
を
見
て
い

る
と
、将
来
は
建
築
や
土
木
、デ
ザ
イ
ナ
ー

に
な
る
の
で
は
、と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
親
と
し
て
は
、娘
が
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
そ
れ
に
向
け
て
努

力
し
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す

が
、
娘
の
手
先
の
器
用
さ
を
見
て
い
る
と
、

何
か
を
創
造
す
る
仕
事
に
向
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、と
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。

娘
と
妻
の
笑
顔
の
た
め
に

娘
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
も
ら

う
た
め
に
も
、今
か
ら
様
々
な
経
験
を
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
然
に
触

れ
さ
せ
た
り
、
音
楽
を
聴
か
せ
た
り
、
絵
本

を
た
く
さ
ん
読
ん
で
あ
げ
た
り
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
い
で
育
て

て
い
き
た
い
で
す
。

今
は
人
見
知
り
の
イ
ヤ
イ
ヤ
期
真
っ
只

中
で
す
が
、
こ
れ
も
順
調
な
成
長
と
捉
え
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ら
た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
い
、色
々
な
経
験
を
積
ん
で
、い
つ

か
娘
が「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
お
か
げ

で
今
の
私
が
あ
る
」と
言
っ
て
く
れ
る
日
が

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
、顔
を
ニ
ヤ
つ
か
せ

な
が
ら
、
娘
と
妻
の
笑
顔
を
見
る
た
め
に
、

今
日
も
安
全
確
認
と
安
全
な
作
業
で
仕
事

に
励
ん
で
い
ま
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
桑
原 

健 

通
信
員
】

娘
と
の
新
し
い
世
界

う
ち
の
娘
は
、
と
に
か
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
２
歳
児
で
す
。
毎
日
家
の
中
や
保

育
園
で
駆
け
回
り
、
積
み
木
を
高
く
積
み

上
げ
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
部
屋
一
杯
に
敷
き
つ

め
、熱
心
に
歌
を
う
た
い
聞
か
せ
て
く
れ
ま

す
。そ
ん
な
娘
を
見
て
い
る
と
、将
来
が
楽

し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
母
体
組
合
の
全
愛
知
建
設
労
働
組

合
・
青
年
部
主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
で

妻
と
出
会
い
、
結
婚
し
て
娘
を
授
か
っ
た

の
は
、
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

男
性
職
人
が
多
い
こ
の
業
界
で
は
な
か
な

愛 知 県 支 部 丹
に

羽
わ

 則
の り

文
ふ み

さん

芽
め

生
い

ちゃん

わが家の
お姫さま

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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わたしの

健康法
Healthy Lifestyle

可
愛
い
孫
た
ち
と
過
ご
す
楽
し
さ

私
は
東
京
都
西
多
摩
郡
瑞み

ず
穂ほ

町ま
ち

殿と
の

ヶが

谷や

で
土
建
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。ま
た
、私

に
は
現
在
30
代
の
娘
が
２
人
お
り
ま
す
。幸

い
２
人
と
も
嫁
ぎ
、
可
愛
い
４
人
の
孫
に

恵
ま
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
家
族
仲
良
く
暮
ら
し

て
お
り
ま
す
。私
は
そ
の
孫
た
ち
と
遊
ん
だ

り
、お
風
呂
に
入
っ
た
り
す
る
の
が
１
番
の

楽
し
み
で
す
。孫
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
、公
園
に
あ
る
よ
う
な
遊
具
を

庭
に
作
っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

再
び
駅
伝
に
挑
戦

 ！！

私
は
学
生
の
頃
、陸
上
部
へ
入
っ
て
い
て

中
距
離
を
得
意
と
し
て
い
ま
し
た
。卒
業
後

も
地
元
の
駅
伝
大
会
に
は
毎
年
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、30
代
半
ば
に
大
病
を
し
て
約
70

日
間
の
入
院
を
し
ま
し
た
。後
に
な
っ
て
冷

静
に
考
え
て
み
る
と
、１
番
の
原
因
は
ス
ト

レ
ス
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。あ
の
頃

の
私
は
仕
事
だ
け
で
な
く
、消
防
団
、仲
間

達
と
の
飲
み
会
も
頻
繁
に
あ
り
、ス
ト
レ
ス

を
ア
ル
コ
ー
ル
で
ご
ま
か
し
て
い
ま
し
た
。

病
気
を
し
て
か
ら
駅
伝
大
会
に
は
１
度
も

参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
で
は
す
っ
か

り
完
治
し
た
た
め
、走
る
の
が
好
き
な
私
は
、

孫
と
公
園
に
行
く
時
な
ど
は
追
い
か
け
っ
こ

に
夢
中
に
な
り
、競
争
も
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
昨
年
の
11
月
頃
で
す

が
、昔
同
じ
駅
伝
チ
ー
ム
で
走
っ
て
い
た
仲

間
か
ら
、あ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
で
駅
伝
に
参

加
し
な
い
か
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。大

会
は
翌
年
の
１
月
中
旬
で
、
そ
の
年
の
８

月
に
65
歳
を
迎
え
る
私
は
当
然「
監
督
で
」

と
い
う
誘
い
で
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く

し
て
な
か
な
か
メ
ン
バ
ー
が
揃
わ
な
い
と

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

あ
れ
か
ら
45
年
近
く
経
っ
て
い
ま
す
。実
は

駅
伝
に
参
加
し
た
い
と
話
が
あ
っ
た
時
か

ら
、
走
る
の
が
好
き
な
私
は
シ
ュ
ー
ズ
を

新
調
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

徐
々
に
練
習
を
始
め
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で

仲
間
に「
目
標
は
何
？
」と
尋
ね
る
と
、「
み

ん
な
で
楽
し
く
完
走
す
る
こ
と
」と
返
事
が

あ
り
ま
し
た
。

走
る
こ
と
の
喜
び

不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、条
件
付
き
の
最

短
距
離
2
・
2
km
の
コ
ー
ス
な
ら
と
、
チ
ー

ム
平
均
年
齢
58
歳
、
最
年
長
の
私
は
渋
々

承
諾
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
は
怪
我
を
し
な

い
よ
う
に
、年
末
年
始
も
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

怪
我
も
な
く
当
日
を
迎
え
、
第
２
区
の

仲
間
か
ら
タ
ス
キ
を
も
ら
い
無
事
に
次
の

仲
間
へ
と
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
の
競
技
人
生
で
１
番
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
私
は
走
る
の
が
好
き
で
す
。そ

の
後
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
大
好
き
な
お
酒
で

乾
杯
。こ
れ
か
ら
の
人
生
も
、好
き
な
家
族

や
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
遊
ん
で
走
っ
て
、健

康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
稲
葉 

み
ず
ほ 

通
信
員
・

田
中 

利
夫 

出
張
所
職
員
】

東 京 都 支 部

榎
え の

本
も と

 長
ひ さ

司
し

さん

ス
ト
レ
ス
発
散
で

健
康
維
持

（写真）沿道に向けて手を振る長司さん

（写真）かわいい孫に囲まれて幸せです！
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中
建
国
保
の

本部保健師 福田 那美

感染は「病原体（ウイルス・細菌等）」、「感染経路」、「感染する恐れがある人」の３つの要因が揃う
と成立します。感染を予防するためには、これらの要因のうち１つでも取り除くことが大切です。

今回は、感染症が流行する前から始める予防策として、「感染経路」を断つ方法と咳エチケットに
ついて改めてお伝えします。

まだ暑さも残りますが、秋の気配を感じる季節となり、これから冬に向け
てノロウイルスやインフルエンザウイルス、風邪といった様々な種類の感染
症が流行し始めます。

感感染染予予防防についてについて
～予防方法を再確認しておこう～～予防方法を再確認しておこう～

マスクの着用 換気を行う 適度な湿度を保つ
マスクを着用することで、会話
や咳による飛沫の飛散や吸い 
込みを防ぎます。布マスクよりも 
不織布マスクの方が予防効果
が高いとされています。

閉め切った部屋では、空気中
のウイルス等が部屋に留まり 
続けます。部屋の急激な温度 
変化に注意しながら換気を行い 
ましょう。

空気が乾燥すると、ウイルス等
が空気中を漂いやすくなり、喉
の粘膜による防御力が低下し
ます。湿度は50～60％を保つ
ようにしましょう。

手洗い・うがいをする 消毒をする
ウイルス等の侵入だけでなく、周囲
への感染拡大を防ぎます。帰宅後や 
トイレの後、食事の前等のタイミング 
で行うのが重要です。

つり革やドアノブ等不特定多数の人が
触れる場所は、ウイルス等が付着して 
いる可能性があります。小まめに手指や
場所の消毒を行いましょう。

感染経路を断つ方法は、「移さない」「罹
かか

らない」「広げない」の３つを守る 
ことが重要です。予防の予防の

ポイントポイント

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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マスクを忘れてしまった場合は、
咳やくしゃみを手で抑えるのではなく、ティッシュや

ハンカチ等で口や鼻を覆いましょう。また、マスクの予備を
鞄等に入れて持ち歩くこともおススメです。

「咳エチケット」とは、咳やくしゃみをするときに他の人に移さない 
ようにマスク等で口や鼻を覆い、感染を広げないようにする工夫のこと
です。マスクにはウイルス等を吸い込むことを防ぐ効果があり、特に症状
のある人がマスクを着用することで感染拡大を防ぐ効果を発揮します。
また、狭い空間で風邪症状がある人の近くにいる場合は、健康な人でも
マスクを着用すると飛沫を直接受けるのを防ぐことができるため、感染
予防効果が得られます。
「咳エチケット」を行う上で、マスクを正しく着用することが肝心です。

①�鼻と口の両方を覆います。
②�ゴムひもを耳にかけます。
③�鼻と口全体がマスクで覆われて 

いることを確認します。

マスクの表面には多くのウイルス等が付着してい
るため、外す際も表面に触れないよう気をつけま
しょう。

コロナ禍が過ぎ、感染予防に対する意識が薄れてきている頃です。しかし、
感染症は重症化する場合があるため、感染経路を断つ方法を実践し続ける 
ことが大切です。

また、「咳エチケット」を徹底し周りに配慮するよう心がけ、これからの 
季節を元気に乗り越えていきましょう！

咳エチケット咳エチケット
についてのについての
再確認再確認

最後に最後に

NGなマスクの着用方法

鼻と口が露出
している

最も感染予防の効果が高くなるマスクの着脱方法

付け方 外し方

③	�手洗い、 
手指の消毒を 
しっかりする。

②�	ゴムを持ったまま、 
マスクの表面に触れ 
ないように気をつけて 
ゴミ箱に捨てる。

①�	耳の付近のマスクの 
ゴムをしっかりつかみ、 
外す。

鼻が露出
している

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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二
木 

順
子（
秋
田
・
家
族
）

古
い
ミ
シ
ン
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、先
日「
シ
ン
ガ
ー
」と
い
う
メ
ー
カ
ー

の
、
私
に
し
て
は
高
い
ミ
シ
ン
を
購
入
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
予
防
を
兼
ね
て
、
毎
日

小
物
作
り
。
最
近
が
ん
ば
り
始
め
た
こ
と

で
す
♪

小
林 

美
華（
愛
知
・
家
族
）

先
日
念
願
だ
っ
た
出
雲
大
社
と
松
江
城

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
と
て
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
お
城
は
さ
す
が

の
国
宝
、
立
派
で
し
た
。
美
味
し
い
出
雲

そ
ば
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
行
き
た

い
で
す
。羽

場
崎 
健
一（
愛
知
・
組
合
員
）

バ
ン
ド
活
動
を
続
け
て
い
る
旧
友
や
、

活
動
を
再
開
し
た
旧
友
が
い
る
の
で
、
ラ

イ
ヴ
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
公
演
は

も
ち
ろ
ん
、
観
客
席
が
同
窓
会
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。持
つ
べ
き
も
の
は
友
達
で
す
。

外
山 

光
余（
愛
知
・
家
族
）

今
年
50
歳
と
な
り
、“
ム
リ
”の
き
か
な

い
身
体
に
な
っ
た
な
と
つ
く
づ
く
思
う
こ

の
頃
。
自
分
の
身
体
と
向
き
合
っ
て
好
き

な
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
ぼ
ち
ぼ
ち

や
っ
て
い
こ
う
と
思
う
日
々
で
す（
笑
）。

篠
原 

明
雄（
徳
島
・
組
合
員
）

今
年
も
梅
を
も
ら
っ
た
の
で
、
梅
シ

ロ
ッ
プ
を
作
り
、
梅
干
し
に
小
梅
と
大
梅

を
少
し
で
す
が
漬
け
ま
し
た
。
今
年
の
夏

も
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
も
冷
た
い
ソ
ー
メ
ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
に
手
が
出
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
梅
干
し

や
梅
の
エ
キ
ス
は
体
調
を
整
え
て
く
れ
る

の
で
愛
用
し
て
い
ま
す
。
作
業
す
る
と
こ

ろ
に
は
エ
ア
コ
ン
を
付
け
、
涼
し
い
ベ
ス

ト
も
新
調
し
ま
し
た
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
極
暑
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
島 

尚
輝（
福
岡
建
設
・
組
合
員
）

「
中
建
国
保
だ
よ
り
」の
７
月
号
を
読
み

ま
し
た
。「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」で“
こ

な
つ
”中
心
の
生
活
が
始
ま
り
、
ご
家
族

は
楽
し
く
過
ご
せ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
！

加
藤 

伸
二（
愛
知
・
組
合
員
）

暑
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
お
風
呂

上
り
の
最
後
、
冷
た
い
水
を
足
全
体
に

か
け
て
上
が
り
ま
す
。
サ
ッ
パ
リ
と
し
て

ゆ
っ
く
り
眠
れ
ま
す
ヨ
！

吉
本 

佳
代（
高
知
・
家
族
）

異
常
な
く
ら
い
の
暑
さ
で
す
ね
。
昼
間

は
外
に
な
る
べ
く
出
な
い
よ
う
に
休
ん
で

い
ま
す
。

天
賀 

正
人（
山
口
・
組
合
員
）

来
年
小
学
校
に
入
学
す
る
わ
が
子
。
ラ

ン
ド
セ
ル
を
選
ぶ
の
に
、
本
人
、
親
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
意
見
が

バ
ラ
バ
ラ
…
。現
在
小
学
５
年
生
の
お
姉

ち
ゃ
ん
は「
い
ま
選
ぶ
な
ら
コ
レ
だ
な
ぁ
」

と
、
大
人
び
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
指
し
て
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
赤

と
黒
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
っ
ち
の
方

が
す
ん
な
り
決
ま
っ
た
だ
ろ
う
な
ぁ
…
。

西
村 

千
寿
子（
福
岡
建
設
・
家
族
）

手
作
り
の
梅
ジ
ュ
ー
ス
を
持
っ
て
、
毎

日
出
勤
し
て
い
ま
す
。夏
バ
テ
予
防
で
す
！

みんな
の
広場

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ�
上に「所属支部名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

１．�身体の健康、心の健康を意識して�
取り組んでいることは？

２．�「中建国保だより」で楽しみにしている記事、�
楽しかった記事を教えて♪

３．わが家の近況　など

テ
ー
マ

〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13
中央建設国保組合「みんなの広場」係宛先

「みんなの広場」欄に掲載された方には、中建国保�
オリジナルのごりけんQUOカードをプレゼントします。

お便りを
お待ちして
います！

締め切り
令和７年
10月10日
（消印有効）

下の３つのテーマいずれかについて、ご意見・ 
ご感想、また、あなたの近況・体験談などを、 
ハガキまたは封書でお送りください。

資格確認書または
資格情報のお知ら
せで記号番号を確
認できます。

応募の際には
記号番号の記入を
忘れないでね！

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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資格確認書 を交付された方

資格情報の
お知らせ
（A4型） 資格情報の

お知らせ

を交付された方

+
マイナ保険証を

お持ちではありません マイナ保険証をお持ちです

【病院等の窓口で提示するもの】

資格確認書（+　　  ）高齢受給者証

70歳以上の方
マイナ保険証
※�資格情報のお知らせ

では病院等の受診は
できません。

70歳以上の方は、中建国保から交付さ
れる高齢受給者証を資格確認書と一緒に
提示してください。

70歳以上の方への高齢受給者証の交付
はありません。自己負担割合等を表示し
た「資格情報のお知らせ」を交付します。

【�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
に
つ
い
て
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

が
近
づ
く
と
、国
の
機
関
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら「
有
効
期
限
通
知
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
保
険
証

と
し
て
お
使
い
の
方（
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
が
交
付

さ
れ
た
方
）は
、
市
区
町
村
の
窓
口
で
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
の
更
新
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
有
効

期
限
か
ら
３
ヵ
月
が
経
過

す
る
と
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
各
種
届
出
に
つ
い
て
】

氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
必
ず
中
建
国
保

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

券
面
の
情
報
が
変
更
さ
れ
て
も
、中
建
国
保
で
登
録

し
て
い
る
氏
名
や
住
所
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

家
族
が
中
建
国
保
に
加
入
す
る
と
き
は
、
届
出
書

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

資格確認書と資格情報のお知らせ、
どちらが交付されましたか？

中建国保では国から提供されたデータにより皆さんがマイナ保険証をお持ちかどうか確認し、資格�
確認書または資格情報のお知らせを交付しています。病院や薬局等の窓口で提示するものを、事前に
確認しておきましょう！

※資格喪失等の届出をするとき、有効期限内の資格確認書は返却してください。
※�マイナ保険証の利用登録を解除したいときは、中建国保のホームページから申請書をダウンロードすることができ
ます。

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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ご
り
け
ん

今回は、読者から投稿いただいた�
レシピをご紹介します。

令和５年度
事業報告・決算が
組合会で
承認されました

［ INFORMATION ］

・  長期にわたり、 
整骨院・接骨院で 
施術を受けられている方へ 
ご案内をお届けします

・  組合員の皆さんの職種及び 
種別に関する調査を行います

季節の花が彩る『花の海』は約18.7
ヘクタールの広さを持つ西日本最大級
の農場です。現在の花の海がある場所 
は、塩害や潮風の影響で作物や苗の 
管理が難しい土地でした。この土地を
活かすべく、大規模なシステム農場を
作り、育てた良質な苗を全国へ届けて
います。苗を育てるだけでなく、花畑
や直売の苗売場、四季折々の野菜収穫
イベントや果物狩り、オリジナル商品 
や地域物産が並ぶ売店など、１年中 
楽しむことができる農場です。

表紙写真

「  花の海」
山口県山

さん

陽
よう

小
お

野
の

田
だ

市

［写真提供］

山口県支部：松
ま つ

本
も と

 三
み

保
ほ

子
こ

 さん

昭和57年１月13日第三種郵便物認可　令和６年９月１日（毎月１回１日発行）第566号

令
和

６
年

９
月

１
日

発
行

　
第

三
種

郵
便

物
認

可
　

　
発

行
所

：
中

央
建

設
国

民
健

康
保

険
組

合
　

発
行

人
：

岩
舘

  高
志

〒
171 -0014　

東
京

都
豊

島
区

池
袋

2 -16 -13　
電

話
：

03 -6709 -2929（
代

）　
定

価
：

１
部

50
円（

組
合

員
の

購
読

料
は

保
険

料
に

含
む

）　

令
和

６
年

９
月

号
 

第
566

号

令和６年
か て い 版

9月号

沖縄県 うるま市

開聞岳がとってもきれいで、
初日の出を見るには最適です！

皆
様
に
と
っ
て
、

　健
康
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

年
で
あ
り
ま
す
よ
う

　お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

賀
正

表紙写真

「��開
か い

聞
も ん

岳
だ け

」�
鹿児島県指

いぶ
宿
すき
市

［写真提供］ 
鹿児島県支部：山

やま

下
した

�和
かず

大
ひろ

�さん
開聞岳は標高924mの火山で、日本百名山の１つに認定されています。別名「薩摩 

富士」としても親しまれています。
番
ば ん

所
どころ

鼻
ば な

自然公園は、開聞岳と東シナ海が一望でき、日本地図を作るために測量 
で訪れた伊

い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

が「天下の絶景」と絶賛した景勝地です。

番所鼻自然公園（鹿児島県南九州市）から撮影

昭和57年１月13日第三種郵便物認可　令和７年１月１日（毎月１回１日発行）第570号

令
和

７
年

１
月

１
日

発
行

　
第

三
種

郵
便

物
認

可
発

行
所

：
中

央
建

設
国

民
健

康
保

険
組

合
　

発
行

人
：

岩
舘

  高
志

〒
171 -0014　

東
京

都
豊

島
区

池
袋

2 -16 -13　
電

話
：

03 -6709 -2929（
代

）　
定

価
：

１
部

50
円（

組
合

員
の

購
読

料
は

保
険

料
に

含
む

）　

令
和

７
年

１
月

号
 

第
570

号

令和７年
かてい版

1月号

投稿者の
ペンネーム
てんまーさん

肉料理、魚料理…どんな
料理の副菜にもなります！！
大葉入りですが、うちの４歳と
９歳の子どもも食べます。

しそがたっぷりで
さっぱりして
美味しかった
です！

暑くて
食欲がなくても
たくさん食べられ
そうです。

簡単に
おいしい副菜が
作れるのがよい
と思いました。

ごりけん
クッキング

さっぱり酢のもの

材
料（
３
人
分
）

カロリー 約47kcal
塩分 約1.7g
※�カロリー、塩分は１人分です。

調理時間

約15分

つくり方

❶	�わかめ（乾燥）は水で戻す。
❷	��しその葉は千切り、�
きゅうりは輪切りにする。

❸	��イカはゆでてから食べやすい�
大きさに切る。

❹	�すべての調味料と混ぜたら完成。

ご
り
け
ん

てんまーさん♪
素敵なレシピの
投稿ありがとう
ございました！！

本部職員の感想・きゅうり����� １本
・わかめ（乾燥）��� 10g
・イカ������� １杯
・しその葉（大葉）��15枚

・酢�����大さじ２
・しょうゆ��大さじ２
・砂糖��� 大さじ1.5

中建国保だより
表紙写真を募集します！作品サイズ

【写　　真】プリントしたカラー写真（タテ型希望）

応募の決まり
１．�未発表の自作に限ります。
２．�応募の際には以下の内容を記入した�
メモ等を同封してください。 
・ 記号番号、氏名、住所�
・ 撮影した場所　　・ 解説、概要等

３．�応募作品の著作権は中建国保の所有といたします。�
また、機関紙以外への掲載あるいは展示等をする�
場合があります。

４．�応募作品は原則として返却しません。

あて先
〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合「秋・冬・お正月の写真募集」係
※応募は随時受け付けます。

記念品
決まりどおりにご応募いただいた方には、
もれなくごりけんQUOカード 
1,000円分を年度内１回プレゼントします。

作
品
イ
メ
ー
ジ

募 集 要 項

色鮮やかな紅葉や季節を感じられるおすすめの風景、�
または、初日の出の瞬間や初詣ででにぎわうお正月�
の様子など、あなたの自慢の写真をお送りください。�
ただし、ピントの合っていない写真や画質の粗い 
写真、家族・仲間同士のスナップなど、当組合で 
掲載が難しいと判断したものについては、写真を 
返却させていただきます。また、謝礼の送付をお断り 
する場合があります。

募集テーマ：秋・冬・お正月

季節の写真と
あわせて、
読者に紹介
したい素敵な
風景の写真も、
随時募集して
います！

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ�
上に「所属支部名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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問題 「ヨコのカギ」「タテのカギ」を解いて、A〜 Eの�
文字を順につなぐと、ひとつの言葉ができます。�
それが答えです。

ちゅうけん パズルクロスワード

秋の夜長にピッタリな読書。
いざ、物語の世界へ…！ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  おめでとう！
クロスワードパズル当選者発表

伊丸岡忠昭
小野寺　実
鈴木結花子
玉米　京子
寺島　茂則
加藤木里依
木村　友之
伏見　民子
今井　英一
渡瀬かをり
芹川　宏二
渡邉　幸子
井上智惠美
久住　康弘
羽坂　一則
上村　誠伍
中道　圭子
今津　小枝
福井　正子
仲里　政毅

青森県支部

岩手県支部

秋田県支部

秋田県支部

福島県支部

茨城県支部

茨城県支部

栃木県支部

群馬県支部

群馬県支部

千葉土建支部

千葉土建支部

千葉土建支部

新潟県支部

石川県支部

静岡県支部

静岡県支部

愛知県支部

愛知県支部

愛知県支部

廣瀨　晶子
梅田　宗春
田口　　悟
矢田　　保
村上　　健
山本　夏子
梅野　敏己
山﨑　功之
山中　杏菜
田村　秀樹
北島　一美
水口　茂美
橋本　佳奈
上甲由美子
濵原　信平
江崎　靜香
園田　麻里
森　　朋子
坂本　圭世
室田さとみ

滋賀県支部

奈良県支部

奈良建築支部

和歌山県支部

和歌山県支部

鳥取県支部

鳥取県支部

島根県支部

山口県支部

山口県支部

徳島県支部

徳島県支部

徳島県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

福岡県支部

福岡県支部

福岡建設支部

熊本県支部

鹿児島県支部

エンテンカ7月号
の答え

ハガキまたは封書でクイズの答え
と住所、氏名、記号番号を明記して�
ご応募ください。

応募

令和７年10月10日�
（消印有効）締切

〒171-0014�
東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合�
「クロスワードパズル」係

宛先

クイズの正解者の中から、
抽選で40名の方に、
中建国保オリジナルの
ごりけんQUOカードをプレゼントします。

正解者にQUOカードをプレゼント

みんなの
広場への投稿
もお待ちして

います

1 2 3 4 5

6

E

7

8

C

9

10 11 12

13 14 15

B

16 17 18

19

A

20 21

22 23

D

ブドウやバナナのひとかたまり。
○○○色＝枯草色。
トマトがベースの調味料です。
カリブ海の島国で、首都はハバナです。
英語の「ノー」にあたるフランス語。
炊きたての新米に○○鼓を打つ。
旧暦10月、�
全国の神々が集うとされる地。
アキアカネはこの昆虫の一種です。

運動はストレス○○○○○に�
有効です。
ルアーを使うこともあります。
枝のような立派なツノをもつ�
○○のシカ。
お宝の鑑定に必要なスキル。
リーンという鳴き声が美しい○○虫。
春に立つのは「かすみ」、�
秋に立つのは？

1
2
3
4
5
7
9

10

12

14
17

18
19
21

月見うどんに卵は必要○○○○です。
トリュフやマツタケなど。
○○○ライト＝探照灯。
サンマは秋に○○○を迎える魚です。
スーツケースについている�
小さな車輪。
多くの経験。○○○を踏む。
ゴルフで、ボールを入れる穴のこと。

親子で栗拾いや○○掘りを体験。
秋を告げる○○といえばモズですね。
オシャレをすること。
「薄」と書く、秋の七草の一つです。
前もって推測したり�
覚悟したりすること。
三日○○○、てるてる○○○。
河童が好きな野菜？

1
4
6
7
8

11
13

15
16
17
19
20

22
23

解答欄 A B C D E

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。�
応募された方は、ホームページ上に「所属支部名」「氏名」等が�
掲載されることに同意したものとさせていただきます。

クロスワードパズルや他の募集要項に応募された方の個人情報
は、本紙への掲載、プレゼント・記念品の抽選、発送のためにのみ�
使用し、当組合が厳格に管理して、第三者への提供は行いません。

　　　抽選で40名の方に

資格確認書または
資格情報のお知らせで
記号番号を確認できます。

応募の際には
記号番号の記入を
忘れないでね！

中建国保だより　令和７年９月１日発行　第三種郵便物認可
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い
な
い
と
思
い
ま
す
。お
客
様
の
要
望
は
親
身

に
な
っ
て
聞
き
、
妥
協
は
し
な
い
人
。
だ
か
ら

こ
そ
今
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
夫
と
の
共
通
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。

私
は
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
小
さ
い
こ
ろ
、津
軽

三
味
線
、民
謡
、手
踊
り
を
習
っ
て
お
り
、そ
の

師
匠
に
勧
め
ら
れ
て
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。や
り
始
め
た
ら
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
、今
で
は

息
子
夫
婦
と
も
一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
業
者
や
施

主
の
皆
様
に
声
を
か
け
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。早
い
も
の
で
間
も

な
く
20
回
目
を
迎
え
ま
す
。楽
し
み
の
一
つ
で
、

私
も
体
が
動
く
限
り
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

息
子
夫
婦
に
も
感
謝

息
子
も
事
業
を
手
伝
い
始
め
て
か
ら
25
年
が

過
ぎ
、今
は
奥
さ
ん
に
も
事
務
の
仕
事
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
中
、

２
人
が
い
て
く
れ
る
こ
と
が
本
当
に
あ
り
が
た

い
で
す
。お
か
げ
さ
ま
で
今
も
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、事
業
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
若
い
人
の
時
代
。息

子
夫
婦
に
任
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
任
せ
て
、時

代
に
合
っ
た
や
り
方
で
、２
人
で
手
を
取
り
合

い
、お
客
様
を
大
切
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

私
は
若
い
う
ち
に
結
婚
し
て
夫
の
仕
事
を
陰

な
が
ら
見
守
っ
て
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら
は
夫

と
一
緒
に
ゴ
ル
フ
や
青
森
の
ね
ぶ
た
祭
り
な
ど

を
楽
し
み
た
い
で
す
。
あ
と
は
、
趣
味
の
裁
縫

や
編
み
物
を
し
て
、若
い
こ
ろ
に
は
で
き
な
か
っ

た
近
所
の
奥
様
達
と
の
ラ
ン
チ
や
カ
ラ
オ
ケ
を

目
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
た
い
で
す
。ま
た
、昨
年
に

は
双
子
の
ひ
孫
と
６
人
目
の
孫
が
生
ま
れ
ま
し

た
。孫
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ず
っ
と
一
緒
に

夫
は
現
在
、母
体
組
合
の
役
員
と
し
て
も
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。仕
事
と
組
合
活
動
で
多

忙
な
毎
日
で
す
が
、
健
康
第
一
で
す
。
最
近
疲

れ
や
す
く
な
っ
た
よ
う
な
の
で
、
看
護
師
の
腕

を
生
か
し
て
、聴
診
器
を
使
っ
て
の
血
圧
測
定

は
任
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
お
父
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
よ
う

ね
。ず
ー
っ
と
一
緒
だ
よ
」

【
文
：
本
人
／
協
力
：
渡
邉 

の
り
子 

通
信
員
】

支
え
あ
っ
て
今
日
ま
で

夫
は
東
ひ
が
し
津つ

軽が
る
郡ぐ
ん
蟹か
に
田た

町ま
ち
か
ら
15
歳
で
青
森
市

に
来
て
、大
工
の
見
習
い
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

私
は
下し
も
北き
た
郡ぐ
ん
大お
お
畑は
た
町ま
ち
か
ら
15
歳
で
青
森
市
に
来

て
、病
院
に
住
み
込
み
で
働
き
、看
護
学
校
に
通

い
な
が
ら
看
護
師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。そ

し
て
お
互
い
の
夢
に
向
か
っ
て
い
る
時
に
出
会

い
、５
年
間
の
交
際
を
経
て
結
婚
し
ま
し
た
。

夫
は
結
婚
前
に
大
工
の
師
匠
を
亡
く
し
大

変
な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、周
り
の
皆
様
の
協

力
も
あ
り
、昭
和
54
年
に
事
業
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
結
婚
当
初
小
さ
な
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
か
ら
始
ま
り
、中
古
住
宅
で
の
生
活
を

経
て
現
在
の
住
ま
い
を
新
築
し
、早
い
も
の
で

29
年
に
な
り
ま
し
た
。
１
男
２
女
の
３
人
の
子

ど
も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。順
風
満
帆
な
時
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
の
若
者
に

も
恵
ま
れ
、お
互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
今
日

ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で

も
毎
月
１
回
は
、労
を
ね
ぎ
ら
い「
ま
た
頑
張
っ

て
」の
気
持
ち
で
、
み
ん
な
で
我
が
家
に
集
ま

り
食
べ
て
飲
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。私
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
手
料
理

で
お
も
て
な
し
が
定
番
で
す
。

ゴ
ル
フ
も
楽
し
み
に

私
か
ら
見
た
夫
は
、仕
事
一
筋
な
人
だ
と
思

い
ま
す
。
人
当
た
り
も
よ
く
、
悪
く
言
う
人
は

職人の
かあちゃん

青 森 県 支 部

佐
さ

々
さ

木
き

 なお子さん

（写真）前列：夫の冨
とみ

夫
お

さん、なお子さん
後列：息子の剛

ごう
太
た

さん、剛太さんの妻さとみさん
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